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行錯誤の学習である Errorful learning（以下 EF）で学習する群 5 名と、誤りをさせない
学習法 Errorless learning（EL）で学習させた群 5 名の 2 群に分け、課題遂行中の脳血流
中の酸化ヘモグロビン（以下 Oxy-Hb）の濃度変化を近赤外線分光法（ functional near 
infrared spectroscopy 以下 fNIRS）によって測定し、注意に関わる脳領域が活性化されて
いるか否かを検証した。脳血流動態の測定には、日立メディコ社製光トポグラフィ装置




する為、練習と応用問題のうち 4 タスクについて、タスク直前の 15 秒間の注目領域の
Oxy-Hb の平均値と、タスク開始から 15 秒間の注目領域（左背外側前頭前野を含む 26ch・
25ch・34ch・35ch・36ch の 5ch）の Oxy-Hb 濃度の平均値をｔ-検定にて有意差（有意差  p
＜.05）を求めた(Tsujimoto S,2004)。その結果から、タスクに関連して有意に上昇、有意
差なし、有意に下降したの 3 変化にまとめた。また、サンプルサイズによる影響を考慮し、
効果量を求めた上で、検定力 (1-β )が 0.8 以上を真に有効な変化とした（水元 ,2010：
Cohen,1988）。 
＜結果＞パソコンの文字入力課題では EL・EF いずれの学習でも、学習が進んだ後の応用
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